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「道徳」では′　求める子どもを「自分も他も共に大切にし′　よりよい自分を求め続ける子

ども」と設定した。これは′　自分と他の考えを互いに尊重しながら問題状況や問題解決策を

考え′　自分の生活のあり方や考え方を見つめ直して向上させようとする子どもである。

他のことを考えながら自分にとってもよいものは何か判断する力を高めることで′~より

現実的に問題状況や問題解決策を考えることができ′　実際の生活に生きて働くものとなって

いく。そのための道徳的判断力を高めるために,問題場面に対する視点を複数もって考えを

深める学びに着目していく。

主人公・相手・第三者とそれぞれの立場から問題解決策を検討して多面的に問題場面を話

し合う活動を組織する。このことにより′　それぞれの立場から状況を分析し′　問題解決策が

自分だけでなく他にとってもよりよいものであるように検討を始める。こうして「問題場面

の見方」を共感的かつ分析的なものへ更新し′「問題解決策」を再構成する。

このように多面的に問題状況を考えることを通して′　自分も他も共に大切にし′　よりよい

自分を求め続ける子どもに向かうと考えた。
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Ⅰ 自分も他も共に大切にし,よりよい自分を求め続ける｢道徳｣

1. ｢道徳｣で求める子ども

求める子ども

自分も他も共に大切にし,よりよい自分を求める続ける子ども

｢道徳｣では,求める子どもを ｢自分も他も共に大切にし,よりよい自分を求め続ける子ども｣

と設定した｡これは,自分と他の考えを互いに尊重しながら問題状況や問題解決策を考え,自分

の生活のあり方や考え方を見つめ直して向上させようとする子どもである｡

｢道徳｣の授業では,建前的に問題状況や問題解決策を考えることがあり,自分の思いよりは

他を優先した実際の生活に即さないものになってしまいがちである｡逆に,本音を大事にして問

題状況や問題解決策を考えると他よりは自分を優先としたものになってしまい,他の考えの尊重

が難しい｡

他のことを考えながら自分にとってもよいものは何か判断する力を高めることで,より現実的

に問題状況や問題解決策を考えることができ,実際の生活に生きて働 くものとなっていく｡ そし

て,これからの自分の生活のありかたや考え方を見つめ直し,よりよいものへと向上させようと

意欲を高めることができると考えた｡

道徳的判断力を高めるために,問題場面に対する視点を複数もって考えを深める学びに着目し

ていく｡

まずは,自分の経験を想起しながら問題状況を共感的に考え,問題状況に対する自分の考えを

明らかにしていく｡ そして,主人公 ･相手 ･第三者のそれぞれの立場から多面的に問題状況を考

える場や活動を組織する｡ それぞれの立場から状況を分析することにより,共感的に考えてきた

問題場面に分析的な見方が加味され ｢問題場面の見方｣を更新 してくる｡ そして,その見方をも

とに最初に考えた ｢問題解決策｣を再構成する過程を通して,道徳的判断力を高めてくる｡

このような学びを通して道徳的判断力を高めることで,自分も他も共に大切にし,よりよい自

分を求め続ける子どもに向かうと考えた｡

2. カリキュラム改善の視点
(1)重点主題の設定

2 ｢主として他の人とのかかわりに関すること｣に重点を置き年間を通して取 り組んでいく｡

行事や他教科との関連や学級の実態に合わせて 1学期は身近な仲間とのかかわり, 2学期は仲

間や集団とのかかわりとして場を広げながら重点主題を選んでいく｡ その際,発達段階を考慮

しながら重点主題を複時数扱いで行っていくようにする｡

(2) 求める資質能力の段階制

幼稚園,小学校,中学校において ｢道徳的判断力｣ を養うために,目指す子どもの姿を発達

段階を考慮して段階性を描き出していく｡

自分の気持ちを話し,相手の単純な感情がわかる○

小 一打-Lc 壁 問題場面を把握し,自分の行動の善悪がわかる○

澄蛋さき.;/5/§ 問題場面を経験を想起しながら考え,善悪を考えて行動をする○

Jaj妻･+ヽ.頼 問題場面を自分の問題として考え,自分を内省的に見つめながら行動する○

問題場面を社会や集団との関連で考え,その中での自分のあり方を考える○
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3. 授業改善の方策

(求める｢道徳｣の学びを具現するための学習過程)

(学 習 過 程) (教師の働 きかけ)

追･求の足 _場杏..･つくる過程 . ○問題場面の提示○自分の経験を想起し,主人公の気持ちを考える場の設定 ~○問題解決策を考える場の設定〇･自分の問題として考えたか○

･主人公の問題はどういうことかな○

- ,"X t

･自分も主人公と同じような問題状況にな?たことがある○

◎主人公の問題を解決するにはどうしたらいいだろう○

遠路 還謂寂 ___蛋遜 ○

･仲間はどんな画題解決策を考えただろう○

■...】■■..-JESi 三三≡=t. .繍 +■五日 1 ■一 一 ●

脈等㌫牙 准藩准帝義妹離藁潤海鮮畿策 牽磯謝塞 萎曇

◎主人公 月日手 .第三者から見てよりよい解決策_は何だろう o

自設輩淋発塞源耳蓬を喜聖汐 強 腰 ▲_-i

･問題に対する考え方が少 し変わってきた○

む過程 問題場面の見方の更新
問題解決策華溌常蒸薄給 彩薫岩 垂葉垂

T主人公は,ど うすることがいいe)かな ?

問題解決策の再構成

.よ■納さ 得を の･白 い･覚 くす わる か過 り ○学習を振 り返 り,考えたことをまとめる場の設定○

=茸朋 ㌫~~ _..取 掛 8

･最初 と考え方が変わってきた○自分は,○ ○の解決策が

よいと思っていたけれど,△△という解決策がよいと思つ

程 がで た○これから,自分が同じような場面に出合った時に実

4. 評価法

○学習プリン トによる評価

問題解決策の変化の経緯を追い,記述やつぶやきから子どもの価値観の形成を評価する｡

○レディネスや学習での判断と学習後のアンケー トの比較

事前の主題に関するレディネスと学習後の主題に関する意識や行動の実態のアンケー トの比

較を行い,考え方の変化を評価する｡
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Ⅱ 実践の概要

第 5学年 ｢広い心で｣ 内容項目2(4) 寛容

1. 自分の経験を想起 し,主人公の立場から問題状況を考えていく学び

子どもたちは,仲間とかかわることのよさを感 じているが,時には自分の思いを大事にしすぎ

て,相手の間違いをなかなか許すことができずに,嫌な気持ちをかかえてしまうことが多い｡そ

こで,本主題を学習することにより,複数の視点をもって問題状況を見つめ直 し,そうした問題

場面を自分なりに解決 しようと意欲を高めることができると考えた｡そして,他のことを考えな

がら自分の気持ちも大事にし,相手の間違いに対 してどう行動するべ きかと道徳的判断力を高め

ようとする姿を願った｡

本主題では,友だちを素直に許すことのできない場面について経験を想起 しながら資料の問題

場面を理解 してい く｡ 自分にも,友だちや仲間に対 して素直な気持ちになかなかなれないことが

あることを思い出し,登場人物の気持ちに共感的に理解 してくる｡ そして,問題解決策①を考え,

自他の考えの相違や対立から問題解決策①の妥当性を検討 したいと意欲を高めてくる｡

次に,この問題場面を分析的に見つめ直すために,主人公 ･相手 ･第三者の複数の視点から問

題状況についての話 し合いを行 う｡ それぞれの問題解決策を三人の立場からみるとどうなるのか

検討 し,｢相手の立場に立てば自分 も間違うことから,自分の心のもち方を変えて,人の間違い

を許 してあげることが大事だ｡｣ と共感的に考えた見方に,分析的に考えた見方を付け加えて問

題場面の見方を更新 してくる｡ そして,自分なりに問題解決策②を考え,自分の問題解決策を再

構成 してくると考えた｡

2. 主題の構想

(1)主題の目標

友だちの間違いが許せない ｢わたし｣についての問題解決策を検討する中で,相手の立場に

立ち自分 も間違うことがあることに気づき,素直になれない気持ちを前向きにして考え,普段

の生活でも相手の間違いを許 していこうと意欲を高めることができる｡

(2) 追求の構想 (全2時間)
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3.授業の実際

(1) 間違いを伝えることが大事だから,はっきりと言おう

自分の考えをもち,素直な気持ちを話すよさをもつ友子さん｡しかし,相手や他の立場から

問題状況を見つめるという意識にやや弱さがみられた｡他の視点から問題状況を見つめること

で,自分の思いだけにとらわれずに,他とのかかわり方において柔軟に対応していこうと意欲

を高めることを願った｡

教師が ｢みんなは広い心って言うとどんなことを恩いうかべるかな｡｣と尋ねると,｢物をす

ぐいいよって貸 してあげることかなあ ?｣ と首を傾げながら答える子どもたち｡具体的な場面

の資料として ｢ソフトバレーボール｣を提示し,考えることにした｡

-提示した資料の概略

シフ下バレーボールの試合の略に間違った審判をしたえりさんq)せいで,わ美しのいるチームが

J負けてし まった○えりさ.んに腹を立てていると,えりさんが ｢一緒に帰ろう○｣ と声をかけてきた○

｢正直,友だちのことを許せないなあと思ったことある人｡｣の問いに手をあげる友子さん｡

｢『わたし』の気持ちを考えられそうかな｡｣の問いに大きくうなずいた｡

主人公に共感をし始めた様子を見て,プリントに主人公の気持ちを書 く場を設定した｡

どうしよう｡ ソフトバレーボールの時にわたしたちのチームはえりさんが間違えたせいで負けた｡

わたしはアウトだったからボールをとらなかったのに,えりさんは入ったことにした｡全部わたし

のせいっぼくなって,あまり一緒に帰りたくないな｡それに,今は腹がたってるし｡(友子さんの記述)

書いたことを発表した時,｢えりさんのせいで負けたから,腹が立っている｡｣など次々に子

どもたちが主人公の気持ちを話 し始めてきた｡そこで,｢同じようなことで,例えば友だちに

悪口を言われて許せないって思ったことある?｣ と聞くと ｢うん,うん｡｣と友子さんはうな

ずいてきた｡自分の経験を想起 し,主人公の気持ちに自分の気持ちを重ねてきた｡しかし,主

人公の気持ちには共感してきたが,主人公と同じように怒 りをもつだけでは解決策には向かわ

ないので,｢このままでいいのかな｡｣と問いかけた｡それに,首を振る友子さん｡仲間から ｢も

やもやすると,えりさんに話 しかけにくくなるし,仲が悪 くなる｡｣という意見が出始めたの

で ｢◎わたしは,この後どうしたらよいのだろう｡｣と追求問題を設定した｡

わたしは,もやもやを消すためにその場ではっきりと相手に言っ

たほうがいいと思う｡後悔しても遅いから｡(友子さんの記述)

自分の考えをもった状況で大介さんが ｢先生,情報交換 し

ていいですか ?｣ と発言した｡そこで,小グループによる意

見交換の場を設けた｡

わたしは′相手にはっきりと言ったほう

がいいと思う｡

友子さんの意見に ｢けんかになるよ｡｣と反対意見も出た｡萌さんが ｢はっきり言ったほう

がいいんだよ｡｣と発言すると友子さんは ｢そうだよ｡｣と主張した｡自分の問題解決策に自信

をもち,｢間違いをそのままにしてはいけない｣と足場を獲得した姿である｡
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そして ｢主人公のために,はっきりと相手に伝えることが大事｡｣と問題解決策を考えてきた｡

グループごとに,｢言わないで一緒に帰る｡｣｢相手に優しく伝える｡｣などとそれぞれの解決策

が出てきて,グループ内で話し合いを始めたり他のグループの解決策を知りたがったりして

｢もっと話し合いたい｡｣との声が子どもからあがった｡お互いの解決策の相違に気づき,どの

解決策がよいのか考えたいと意欲を高めてきた状況と判断し,次の時間に全体で話し合うこと

にした｡

(2) 相手の立場も考えてみよう

最初に,前の時間の問題解決策を発表し合った｡｢①やさしく言う｡｣｢②はっきり言う｡｣｢③

黙っている｡｣の3 つの問題解決策が出された｡

間違っていることは′はっきりと

言ったほうがいいと思う｡(真希さんノ)

相手にいきなり言っても.--｡優し

く言ったほうがいい｡ (幸恵さん)

仲間の ｢はっきり言う｡｣の意見に強くうなずき,｢優しく言う｡｣ の意見には首をかしげる

友子さん｡相手にはっきり言うことが大事と考え,優しく言うことのよさがわからない状況と

判断し,別の角度から問題状況を考えることができるように,

からないと記述した静香さんの考えを取り上げた｡

相手のえりさんは′わざとやって困らせようとしている

のかな｡そこが′よくわからない｡ (静香さん)

そこで,｢えりさんは,わざと間違ったの?しっかりと審判

ができたと思っているの?｣ と全体に向かって教師が問いかけ

た｡すると,友子さんが ｢それは聞いてみないとわからないか

えりさんの立場についてよくわ

ら｡｣とつぶやいた｡｢間違いをそのままにしてはいけないから,はっきり言うことが大事｣と

考えてきた友子さんだったが,相手の様子を聞いてから解決策を考えた方がよいいかもしれな

いと考えが揺れ始めてきた状況●と判断し,相手の立場からの資料を提示した｡

鹿示 した資料のあらまし (相手のえりさんの立壕から)

_わたし (えりきん)■は,バレーボールの審判をどきどきしながらしていました○責任の

ある仕事だから,頑張って最後までやりとげろことができました○無事に終えることがで

正夫さんが ｢えりさんは自分が間違ったことに気づいていないんだ｡｣と話しかけたのに対し,

うなずきながら ｢わざとじゃないんだ--･｡｣とつぶやく友子さん｡

もう一度考え直してみるかの問いかけに,友子さんはしっかりとうなずいてきた｡この友子

さんの姿を最初に出した自分の解決策を考え直したほうがよさそうと問いをもってきた状況と

判断した｡そして ｢◎わたし･えりさん ･かずみさんの立場から見てよりよい問題解決策を話

し合おう｡｣と設定し,それぞれの問題解決策について話し合う活動を組織した｡
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(3) それぞれの立場から問題解決策を話し合ってみよう

話し合い活動に入ると,友子さんは勢いよく手を挙げ,自分の考えを話し始めた｡

わたしは優しく言うがいいと思う｡わざと間違えたわけ

ではないのでlはっきりと言うとえりさんは嫌われている

と思うんじゃないかな｡ (友子さん 相手の立場から)

相手の立場を考慮した解決策を話してきた友子さん｡それを,

えりさんにとってはっきり言うは×,優しく言うは○と整理しそ

の理由も書いて板書した｡その意見に対して,達也さんが反論してきた｡

それは′逆効果で二人の問にみぞができてしまう.えりさ

んは′気ついていないのだから′黙っているのがいいと思う｡

(達也さん 主人公と相手の両方の立場から)

これを,優 しく言うは主人公と相手にとって×とその理由と-

緒に板書 した｡この仲間の意見に友

子さんは,｢反対です｡｣と強 く言い

ながら挙手をした｡

反対なんですけど′自分から言わないとストレスになって

しまう｡だから′やさしく言ったほうがいいと思います｡

(友子さん 主人公の立場から)

黙っているは,主人公に

とって× ｢ス トレスになる｣と板書した｡主人公側のもやもやする気持ちを考えると,黙って

いるのはよくないと考えている友子さんの姿である｡ そこで,黙っていることのよさは何かを

考えるために,黙っている側の浩太さんの意見を取 り上げた｡

他の二人の立場から考えると間違いを伝えることは気まずい｡

もやもやは残っているかもしれないけれど′もうちょっと大人

になればいいと思う｡ (浩太さん 相手と第三者の立場から)

これを受けて,黙っているのところに○を板書した｡そして,｢こ

のくらいは,我慢したほうがいいってこと?｣ と教師が問いかけると,それまでは黙ってるの

意見に対しては ｢反対です｡｣と強く主張してきた友子さんが,ここで小さくうんうんとうな

ずいた｡黙っていることのよさに少し気づき始めた友子さん｡最初は,主人公の立場に共感的

に考えてきたが,問題場面を仲間の意見や相

手の立場から分析的に見ることにより,｢間

違いをそのままにしてはいけない｣から ｢相

手のことを考えて間違いを伝えることが大

事｣と更新してきた姿である｡ そこで,これ

までの学習の振 り返りをする場を設定した｡
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(4) 自分の考えを振り返ろう

友子さんは振 り返 りのプリントに下のように書いてきた｡

わたしがよいと思うのは優 しく言うです｡はじめはえりさんの気持ちを考えずにはっきり言うにし

たけど,相手が傷ついたら大変なので,一生つきあっていく仲だからと考えました｡これからの生活

の中では,人の気持ちを考え,その場に応じていけばいいと思います｡それに,きつく言わなくても,

相手がわかってくれたらいいので,その程度にしたいです｡

Ⅲ 成果と課題
1 成果

相手の立場を考慮することで,気づかないで間違いをする時があ

ることもあると知 り,普段の生活の中でも相手の立場を考えて行動

したいと問題解決策を再構成 してきた友子さん｡自分の意見を大事

にしながらも,相手の間違いを許容することも必要である-ことに気

づき,他 とのかかわりで場に応 じて柔軟に対応 して考えようとして

いる姿である｡

最初は,ほとんどの子 どもたちが,相手にはっきり伝えることをよしとしていた｡資料提示

後に問題解決策を考え直 し,相手の立場からは ｢はっきり言うと嫌な気持ちになる｡｣第三者

の立場からは ｢主人公が怒ったままだと,気を遣ってしまう｡｣ などの意見が出され,複数の

視点で問題場面を考えることができた｡共感的に考えてきた問題解決策をもう一度別の視点か

ら見直すことで,問題場面を分析的にとらえ直すことができたと考える｡

子どもたちの話 し合いは,どの視点で語 られているのか教師の方で判断し,板書に整理 して

いった｡どの立場からみてどうなるのかを明確にしていったことにより,子どもたちの話 し合

いの視点が明確になり,分析的に問題解決策を話 し合 うことができた｡

2 課題

この主題では,資料を3 つ用意 した｡最初に,主人公の立場から見た資料｡次に,それぞれ

の立場から見た資料 とした｡相手の立場を知る必要があると子 どもたちが考えてきた時に,第

三者についてはどうか投げかけ,第三者の資料 も提示 した｡ しかし,必要感がやや薄い状況で

提示 してしまった｡今後は,どの場面で出すと限定せずに,子どもの求めに応 じたり,話 し合

いが深まらなかったりした状況において柔軟に資料を出すように授業展開を工夫 していきたい｡
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